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はじめに 

アカマンボウ目リュウグウノツカイ科リ

ュウグウノツカイ属には，リュウグウノツ

カイ Regalecus russeliiと R. glesneの２

種が知られている（Roberts ,2012)．両種

は，完全な背鰭鰭条数（リュウグウノツカ

イは 333-371 vs. R. glesne は 414-449），

肛門より前方の背鰭鰭条数（80 以下 vs. 

90-120），背鰭最初の鰭膜でつながる伸長鰭

条数とその直後の鰭膜でつながらない伸長

鰭条数（３-６と１ vs. ６-８と５-11），お

よび第１鰓耙数（47-60 vs. 33-47）などで

識別される (Roberts, 2012) ． 

両種の分布域は，リュウグウノツカイは

主に太平洋の北部から熱帯水域および大西

洋の熱帯海域，R. glesne は主に大西洋と

南太平洋の高緯度海域であることが知られ

ている（Roberts ,2012)．また，リュウグ

ウノツカイの日本近海での分布域は，北海

道から九州，沖縄諸島の沿岸とされている

（崎山・瀬能，2012；林，2013；河野ら，

2014；瀬能，2018）．  

これまで富山県沿岸海域におけるリュウ

グウノツカイの記録は，1962 年と 1982 年

に各１個体が単発的に確認されており，

2009年からは連続的に 37個体が確認され，

2021 年３月までには計 39 個体が記録され

ている（木村ら，2022）． 

今回は，2022年度（2022年４月１日から

2023 年３月 31 日）において，富山県沿岸

海域で新たに確認されたリュウグウノツカ

イの記録を報告する． 

 

富山湾での捕獲記録 

 富山湾（富山県沿岸）において，2022年

度に確認されたリュウグウノツカイは計６

個体であった．それらのうちの２個体は魚

津水族館に搬入して計測したが，その他の

４個体は漁業者や一般の方から画像や映像

などの情報の提供を受けた．以下に各個体

の記録を記す． 

 

個体番号① 

 

（撮影：舛田勝義氏） 

捕獲年月日：2022年 10月 20日 

捕獲場所：魚津市上口沖約１㎞  

捕獲者：魚津水産株式会社 
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捕獲方法：定置網 

全長：約 2.5m（目測） 

状態：定置網内では生きており，船上のコ

ンテナに収容された直後に死亡． 

備考： JF魚津の競りにかけられ，魚卸業

者が購入した．情報提供のみ． 

 

個体番号② 

 

捕獲年月日：2022年 11月 11日 

捕獲場所：富山市水橋沖約 1㎞  

捕獲者：水橋漁民合同組合 

捕獲方法：定置網 

全長：3411㎜ 

状態：早朝，定置網で生きたまま捕獲され

てコンテナに収容されるが，同日昼過ぎに

死亡．計測および写真撮影は 2023年 11月

13 日に実施．胃内容物なし． 

 

個体番号③ 

 

(撮影：曽場慎太郎氏) 

捕獲年月日：2023年１月 17日 

捕獲場所：氷見市宇波沖約 1㎞ 

捕獲者：宇波浦漁業組合 

捕獲方法：定置網 

全長：約 3.5ｍ（目測）  

状態：定置網内で生きた状態で捕獲された． 

備考：その場で放流され，情報提供のみ． 

 

個体番号④ 

 

(撮影：曽場慎太郎氏) 

捕獲年月日：2023年１月 17日 

捕獲場所：氷見市宇波沖約 1㎞ 

捕獲者：宇波浦漁業組合 

捕獲方法：定置網 

全長：約 3.5ｍ（目測）  

状態：定置網内で生きた状態で捕獲された． 

備考：個体番号③と同時に捕獲され，その

場で放流された．情報提供のみ． 

 

個体番号⑤ 
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捕獲年月日：2023年１月 20日 

捕獲場所：氷見市宇波沖約２㎞ 

捕獲者：宇波浦漁業組合 

捕獲方法：定置網 

全長：3260㎜  

状態：定置網を揚げた時点ですでに死亡し

ており，一部が腐敗し始めていた． 

備考：計測および写真撮影は 2023年１月

20日に実施．胃内容物なし． 

 

個体番号⑥ 

 

（撮影：泉野氏） 

確認年月日：2023年１月 30日 

確認場所：富山市岩瀬古志町 岩瀬浜 

確認者：泉野氏・小山氏 

全長：不明  

状態：死亡しており，砂浜に打ちあがって

いる状態で発見された．頭部，尾部，

各鰭などは欠損しており，胴部のみ

が残っていた．胴の一部に大きな傷

跡があるが，砂浜に打ちあがった後

で野鳥につつかれてできた傷と推測

される．海で死亡して打ちあがった

のか，打ちあげられて死亡したのか

は不明． 

備考：残存する胴体部全体の長さは 270㎝

であった．本個体は胴体の大きさや

形，体表の突起列などからリュウグ

ウノツカイ科リュウグウノツカイ属

であると判断されたが，種の同定に

必要な背鰭や鰓耙などが欠損してい

た．しかし R. glesneは日本近海に

は生息していないため（Roberts ，

2012），リュウグウノツカイと判断し

た．情報提供のみ． 

 

 

考察・まとめ 

 富山県沿岸海域で確認されたリュウグウ

ノツカイは，2022年度に確認された６個体

を合わせると計 45個体となった. 

富山県沿岸海域における本種の月ごとの

確認個体数は，１月をピークに 11月から翌

年２月に多く確認されており（木村ら，

2022），2022年度は 10月下旬に最初の 1個

体が確認されているが，これまでと同様の

傾向であった（図１）． 

 また，富山県沿岸海域においてリュウグ

ウノツカイが同日に２個体確認されたこと

は，これまでに 2019年１月 19日と 2019年

２月１日の２回あるが，両日とも確認され

た場所は別々であった（木村ら，2020）．し

かし，2023年 1月 17日には２個体（個体

番号③と④）のリュウグウノツカイが定置

網で同時に捕獲された(図２)．本種の成魚

が同時に確認されたのは富山県沿岸海域で

は初めてのことである．リュウグウノツカ

イ属の魚は単独で確認されることが多いが，

２mを超える大きなリュウグウノツカイ属

の魚はまれにペアで出現することがあり，

その二個体は同じか，ほぼ同じサイズにな

る傾向がある（Roberts ,2012)．これまで

静岡県や沖縄県でリュウグウノツカイの成
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魚が同時に２個体捕獲されたことがあり，

それらはオスとメスのペアであった（塩原，

1991；Oka et al.，2020）．今回の２個体は

ほとんど同じ大きさの成魚であり，オスと

メスのペアであった可能性があるものの，

確認できなかったことが残念である． 

今後も富山湾を中心に広く情報を集めて

解析し，リュウグウノツカイの生態の解明

に努めたい. 
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図 1 リュウグウノツカイの月別個体数．

 

 

 

図２ 2023年 1月 17日に同時に定置網に入網したリュウグウノツカイ（個体番号③と④）．

(撮影：曽場慎太郎氏) 
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